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　　　コイルのQはどうして測るか?

　コイルのQは一般的には「Qメータ」で測りますが、

それではいったい「Qメータ」とはどんな測定器なの

でしょうか?

　勿論、その名が示すようにコイルのQを測る事を第

一の使命としています。　しかしそれとは別なもう一

つの大きな使命があるです。　それは「コイルのイン

ダクタンスをはかる」という役目です。　Qメータの

構造については後程述べる事にしますが、基本的には

被測定コイルとQメータに内臓されているバリコンで

共振回路を作り、その同調周波数からインダクタンス

を算出するのですが、その場合バリコンの目盛りを一

本化するために測定の為の発振周波数を 0 . 2 5 2、

0.796、2.516、7.958、25.16MHzという数値に固定し

ています。

　しかし、この発振周波数は自由に変えることが出来

ますから、私がデリカの65１というQメータの場合、

50MHz あたり迄は任意の周波数で Q を測る事は出来

ますが、一般的には上記の周波数でインダクタンスと

Qを同時に測った数値がそのコイルのQであると表示

されるのが普通であり、FCZコイルの場合もそうなっ

ております。

　こうして表示されているQが実際に使われている周

波数におけるQであると認識してしまうといろいろと

不都合を生じる可能性があります。

　そこでFCZコイルのすべてについて可変可能な周波

数における Qの変化を測定してみる事にしました。

　実際に使用する周波数でのQの測定

　先に述べたように 50MHz以下の周波数においては

　　そんなかっこうしてどこいくの?

　衆議院の選挙が終ると政府は、鬼の首をとった

ように郵政民営化を通しました。　所得税の減税

措置を取り止め、貯金の老人マル優制度を廃止し、

老人介護保険料は値上げされ、消

費税の導入を声だかに叫び、老人

の健康保険関係の値上げを計画す

る等、日本という国は何処へ行こ

うというのでしょうか。

　それに加えて事もあろうに憲法

まで変えてしまおうという鼻息で

す。　憲法の特に9条のお陰で私達はこの60年間

戦争をしないで過ごして来ました。　それを改定

して戦争のできる枠組みを作ろうというのです。

あなたは憲法9条がある事によって何らかの不都

合がありましたか?

　私達の住む日本はアジアの一部です。　しかし、

私達の日本はアジアに背を向けてアメリカのいう

事だけを「Yes sir」と聞いている現状です。

世界の国々から後ろ指をさされ始めています。

　こんな状態に持って来ている政府は、私達に

「愛国心」まで強要しています。　国民が将来に希

望を持てない国に彼等がいう「自分の国は自分で

守る」という愛国心が育つのでしょうか。

　この雑誌は科学の面白さを多く

の人達に知ってもらうためのもの

です。　しかしこのままでは科学

も自由に研究する事が出来なくな

るかも知れません。　勿論これは

私の持つ危惧です。しかし、このよ

うな事にならないという保証はあ
りません。

　1930年代の歴史を読んでみてください。　現代

とアナロジーする事ができる点が一杯あると思い

ます。

　表題の名前のつく絵を描きました。　御覧にな

りたい方は、< v i v a 9 / i n d e x . h t m l > から

<viva9colection2.html>にお進み下さい。

FCZコイルの

　　　実質周波数

における　Q
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デリカの651 で Qの測定が出来ますが、50MHz以上

の周波数での測定は出来ませんから別に専用のQメー

タを自作して測定しました。　

　　　　　　　Qメータの構造

　Qメータを自作するために、デリカの651を参考に

して見ましょう。　第1図にデリカ651のQメータの

基本的な回路図を示します。

　まず発振器の出力を1/100 の強さに絞り込みます。

これをコイルの片方に入力します。　コイルのもう片

方の端をバリコンにつなぎ、直列共振回路を形成しま

す。　コイルとバリコンのつなぎ目の電圧を測り、発

振器の出力電圧と比較してQの価をメーターに表示さ

せます。

　これは、コイルとバリコンとのつなぎ目の電圧がコ

イルに入力される電圧がQ倍になるので、発振器の電

圧が 1/100 される前の電圧と同じ値になったとき、

Q=100　になる事になる事を利用して較正しているの

です。

　ここで問題になるのは、コイルとコンデンサ(バリコ

ン)のつなぎ目の電圧の測り方です。　この場所のイン

ピーダンスは非常に高いので電圧計の内部インピーダ

ンスが低いと測定誤差が非常に大きなものになり易い

のです。　特に周波数が高くなるに従いこの問題は深

刻になって来ます。

　　　　　　自作Qメータの構造

　第2図に自作Q メータの回路図を示します。

　第1図と違う所は、発振器をSGでまかない、メー

タを使う代わりにスペクトラムアナライザを使用して

簡便化した所です。

　SG は安定した信号を簡単に供給する事ができるの

で使いました。　出力レベルはアバウトで結構です

が、出力レベルは安定している必要があります。

　共振回路が直列共振の為に発振器の出力インピーダ

ンスを極力低くしておく必要があるのでデリカの Q

メータの回路を参考にSGの出力をステップダウンし

ております。

　回路を簡単なものにしたために、メーターを使って

いないのでQの値を直読する事が出来ませんが、コイ

ルのQはメータで直読するばかりでなく計算で求める

事も出来るのです。　その方法は、

　(1)　まずコイルのインダクタンス、コンデンサの容

量の内どちらかを変量して測定したい周波数に共振点

を合わせます。

　(2)　その状態からSGの周波数を下の方に下げて行

き、つなぎ目の電圧が−3dB(0.707)になる周波数を記

録し、これをfL とします。

　(3)　今度は逆に共振点より上の方に周波数をずらし

て行き、同じように−3dBになる周波数を記録し、こ

れをfHとします。

　(4)　次の計算式で Q を算出します。

　　　　　　Q＝(fL+fH)/(2*(fH-fL))

　ここで問題となる事はスペクトラムアナライザの入

力インピーダンスが 50Ωという事です。　先にも述

べましたように、コイルとコンデンサのつなぎ目の電

圧を測る電圧計は入力回路の容量成分が非常に低く、

入力インピーダンスは出来るだけ高い事が要求されま

す(これが低いと何を測定しているか分からなくなります)。

　そこでこのQメータアダプタでは出力回路を直接ス

ペクトラムアナライザにつながず、コイルとコンデン

サのつなぎ目の近くにリード線を固定して(浮遊容量と

して)サンプリングするという方法を採りました。

　<第1図>　デリカのQメータの構成概要図

<第2図>　自作したQメータアダプタ
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10Sタイプコイル
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　　　　　　　測定の仕方

　データの採り方は、コアの位置を固定してからコイ

ルに固定コンデンサを取り付け(Qメータを使った時は

バリコンの数値を固定する)、周波数を変化させて共振

点を求め、その時の Qを測定しました。

　その後コンデンサの値を変えて同じ様な測定をします。

　次にコアの位置を少しずらして上記と同じように測

定します。　

　こうして得られた数値をグラフ化する際に、実際に

使い易いように、コンデンサを固定してコイルのコア

を変化させた時の周波数の変化としての形に組み換え

ました。

　　　　　　　データの使い方

　このグラフの使い方は、希望する周波数にコイルの

種類とコンデンサ(グラフの中の数字pF)を組み合わせ

た後にコアを回して合わせたときのQの値を読む事が

出来ます。　また、各カーブの頂点を結んだ線を引き、

希望する周波数と合致する場所のコンデンサの値を推

計する事が出来ます。

　注意していただきたい事があります。　それは実際

の回路に存在するトランジスタやFET、また配線など

による浮遊容量の問題です。　このデータの中には浮

遊容量に関する考慮はなされていませんので実際の回

路に置いては同調周波数が低いほうにシフトしますの

であらかじめご承知置きください。
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　　　　天体の情報を引き出す

　今回は受信したデータから天体の情報を引き出すテ

クニック紹介です。

　天体の温度を測定するのはその性質を知る基本的な

作業です。　宇宙の中の温度は冷え切った宇宙の果て

の3Kビックバンの背景放射から、40,000度以上で輝

く若い恒星もあります。　電波で見れば壮大な銀河電

波、星の生まれる暗黒星雲からは色々な分子スペクト

ル電波、高齢になった星の周囲からは星を取り囲む

メーザー電波、さらには銀河電波、クェーサーのよう

な宇宙の果てでブラックホールを含む究極の天体もあ

ります。　恒星からの熱雑音の電波は比較的弱いの

で、8.6光年のところにあるシリウスのように冬の夜

空の明るい−１等星でも電波では受けることが出来ま

せん。　しかし太陽は1.5 億キロ（0.00016 光年）と

近傍にある恒星ですので小さな電波望遠鏡で温度を測

定することが出来ます。　さて、1.5 億キロとはいえ

離れた太陽の温度は何度でしょうか？

　電波で測るときは寒暖計で気温を測るように直接は

測れないのでどのような工夫で測定できるのかご紹介

いたします。　この観測は高校生向けの科学英才合宿

でも使われています、参考文献(6)。

　　　　　　電波望遠鏡システム

　前回紹介した電波望遠鏡のシステムは図１のような

ものでした。　色々なユニットを自分で揃えて作る

コースと、電波望遠鏡ユニットRFD1500 を使うコー

スを紹介しました、参考文献(7)。　自作派の方は必要

なユニットと検波回路を組み立てることが出来たで

しょうか。　参考文献(1)

　図２に筆者が作成した検波増幅回路を示します。　

電波望遠鏡は光の望遠鏡に比べるととても分解能が低

く、そのままでは空の一方向を測る温度計のようなも

のだと思ってください。　　この宇宙電波望遠鏡は随

時、システム全体を較正することによって正確な計測

を行います。　アマチュア無線やBCL受信機の場合に

は正確なSG（基準信号発生器）を用いて較正しておけ

ば受信した電界強度がSメータで測れます。　電波望

遠鏡にはSメータはなく検波・増幅した電圧がデータ

です。　この生データを較正しますが、白色雑音を測

る場合、推奨されるのが300K（常温 27℃）にある黒

体（吸収体またはダミーロード）、77K（マイナス約200

℃）の液体窒素にひたした黒体それぞれからの電波放

射と、天体からの電波との比較です。　300 Ｋ、77K

図１：BS、CSパラボラで構成する小型電波望遠鏡のブロック図

　　図２：自作した検波増幅回路と製作方法例

その（6）最終回

太陽電波受信実験
　　　（後半）

JL1KRA　中島潤一
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の２点が押さえられれば、次に電波望遠鏡で受けた温

度がその比から求められる算段です。　140dB（10の

14乗倍）を超えるような利得の電波望遠鏡では、周囲

の温度状況など些細な影響で刻々と総合利得が変わる

ため温度比較が不可欠です。その頻度は数時間に１回

から、早いものでは１秒間に数十回も比較するシステ

ムが組まれています。

図３が前回の観測データです。

　観測ではとりあえず観測開始前には比較をしておき

ました。　黒体ですがマイクロ波の吸収体は一見ただ

のスポンジでも高価ですので、チャコール（BBQ用の

炭）を箱にぎっしり詰めたもの、または最も簡単には

地面を（黒体放射）300K として進めます。　地面を

300K とするときは反射で不安定な測定とならないよ

う注意してください。　77K の液体窒素に関しては、

研究施設などで魔法瓶に分けてもらえる可能性もあり

ますが低温やけどが危険です。　今回は静止衛星の無

い方向へパラボラを向け、宇宙背景雑音温度（Ｔcold）

を３Kとして計算します。　正確には大気の雑音やア

ンテナ自体の雑音も加えますが省略します。　前回の

観測ですが図３ではＴhot黒体が2.3V（=Ｅ hot）、Ｔ

coldが1.1V（=Ｅcold）で受信されていますので、横

軸を電圧、縦軸を雑音温度としたグラフを作ってみて

ください（図４）、太陽Ｔantが 1.6V（=Ｅ ant）で受

信されていますので受信時の雑音温度はおおよそ

125K のあたりです。　電卓で比を使って

Ｔant＝Ｔhot＊（（Ｅant−Ｅcold）/（Ｅhot−Eold））

＋Ｔcold　でも計算できます。

　太陽の温度を求めるにはここでもうひとつパラボラ

アンテナのビーム面積（立体角）を考慮します(図５)。

太陽からの電力はパラボラのビーム面積一杯に受けた

Ｔhot、Ｔcoldと比較しますが、太陽の占めるビーム

に占める大きさはビーム全体に比べれば小さくなりま

すので換算が要ります。　まず、パラボラのビーム幅

ですが波長に比例、パラボラ直径に反比例して

　　　　　λ /D ＊（360/2 π）[°]　

となります。　TA-352という35cmのBSパラボラを

使った場合の受信周波数は11.7-12.7GHzですから中心

図３：前回観測した太陽のデータ、日没前に手持ちでスキャンしたもの
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周波数12.2GHｚ（波長 2.45cm）とすると、

　　　λ /D =2.45cm/35cm× 360/2 π＝4.0°

です。　ビーム幅は太陽や衛星をスキャンして測るこ

ともできますが、架台が無いと精度のよい角度読み取

りが出来ません。　そのときはパラボラを地面に置い

て太陽の南中時に通過時間から測定することも出来ま

す。　地球の自転を使っての気長な測定となります

が、丁度太陽がビームの中心を通るようにパラボラを

設置、ビームパターンの１/２の高さのところの時間

幅を求めます。　地球の自転は 88400秒で 360 度回

るとすると、半値幅を通過する時間から角度が求まり

ます。　但し太陽の視直径も0.5°ありますので引く

ことを忘れないようにしてください。

　図６はペンレコーダで通過を測った例です。　半値

幅を通過するのに18分（1080秒）かかりましたので

1080/38400*360− 0.5=4.0°となります。

　次にビームサイズを面積で考えますとビームと太陽

の面積比は比(4.0°/0.5°)＾2＝64倍です。　よって

今回、黒体として放射している太陽の温度は、受信し

たアンテナ温度を換算し125K ×64＝8000K になり

ました。

　図７や参考文献（2,3）で見ると太陽の温度は約

10000Kですから少々低めです。　今回端折った正確

な天空の温度（Ｔcold）、太陽のサイズがマイクロ波放

射では光球より若干大きくなること、このデータでは

日没前の低仰角での観測など条件を考慮してゆく作業

がありますが、おおよその温度が測れましたので今回

はここまでといたします。

　もし測定結果が大きく外れるときは測定の方法や計

算を再確認してください、しかし稀には本当に太陽

バーストが発生している可能性もあります。　イン

ターネットで太陽の光学観測の情報もチェックしてみ

てください。　太陽フレア活動はではマイクロ波での

変動は短時間に起こりますので継続して観測してみて

ください。　インターネットでフレアが発生したら

追っかけ受信をしてみるのも面白いでしょう。

図４：電波望遠鏡の較正方法300K、77Kの黒体放射

　　　を比較に用いる。　参考文献(7)

図５：受信データの換算のためのビームサイズの検討

図６：ペンレコーダと固定スキャンによるビーム幅の測定
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　　天体電波の性質とは

　静かな太陽の電波は主には黒体放射（熱的電波）で

す。　リーバー（CirQ007号）が9.45mのパラボラで

受信できなかったものを我々の時代では35cmのパラ

ボラで受信することができます。　一方、荒れたとき

の太陽から“非熱的電波”という種類の電波放射もあ

ります。　通常10000K程度で輝いている太陽もバース

トが起きれば“12GHzでは”数万度Kになります（図７）。

　本当に太陽全体が１万度K以上になったら地球環境

が激変を受けます。黒点磁場周辺の電子が強い影響を

受けマイクロ波で電波放射の強度が上がります。

　1 2 G H z で観測したとき熱的電波の横綱が太陽

（10000K）と月（200K程度）としますと非熱的電波天

体の３大横綱はカシオペアA、おうし座A（タウルス

A）と白鳥座A（シグナスA）になります（図８）。

　カシオペア A は電波強度約 500Jy（ジャンスキー

@11GHｚ）で銀河系内1.1万光年のところにある超新

星残骸です。　大きさは0.1°程度ですから小口径の電

波望遠鏡のビームには点源としてすっぽりと入ってし

まいます。　Aと名がついているのはカシオペア座で

最初に発見した電波天体だからです。　図８のような

詳細な画像を得るにはさらに望遠鏡を組み合わせた電

波干渉計という方法で分解能を上げて観測します。

　 お う し 座 A は 同 じ く 超 新 星 で 電 波 強 度 約

500Jy@11GHｚです。1054年に爆発したことが中国

や日本の古文書で確認されています。　光で見るとメ

シエカタログM1のカニ星雲が対応し6000光年の距離

にある天体です。　これら超

新星爆発が銀河系内でおきれ

ば小型電波望遠鏡でも観測対

象になります。

　一方、白鳥座Aは電波強度

が約100Jy@11GHzで遥か60

億光年のところにある電波銀

河です、中心にあるブラック

ホールが作るジェットが銀河

周辺の磁場に作用して強力な

電波を放射しています。太陽

が数億個分集まったような巨

大なブラックホールが銀河電

波の中心にありますが、ブ

ラックホールは周りの星をす

り潰し吸い込むときにジェットを外向きに出してお

り、宇宙の果てにありながら信じられないような光景

を見せています。　興味のある人は参考文献(5)のブ

ルーバックスをお勧めします。　数メートル以上の通

信パラボラを作ったときもこれらの天体のお世話に

図７：太陽電波の放射スペクトル、太陽が荒れたとき

　　　はマイクロ波で数万度Kになる。参考文献(2)

図８：非熱的電波

　　　天体の例

（Cas-A,Tau-A,Cyg-A）

　　参考文献(4)

　　　図９：各種電波天体のスペクトル。

超新星残骸、クェーサー（原始銀河）など種類により

周波数と電波強度の関係は様々である。参考文献(2)
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なってパラボラの性能を測りますから、間接的には多

くの人の役に立っている電波天体です。　さて、色々

な周波数で観測すると図９のように、これら天体は周

波数と電波強度の関係が色々あることが分かります。

　残念ながら35cmのパラボラはどうしても集光力に

おいて力不足で、４ケタ以上弱いこれら電波を狙うな

ら数ｍくらいのパラボラが欲しいところです。　しか

しこれを解決するため電波干渉計（VLBI）という方法

で大型望遠鏡のデータをインターネット経由で送り、

小型望遠鏡のデータを組み合わせる研究開発が NICT

（情報通信研究機構）で進められています。個人のBS・

CS パラボラがネットワーク経由で大きな電波望遠鏡

の一部になる日が来るかもしれません。

　残念ながら紙面が尽きてしまいましたので今回で電

波天文コーナーを終わります。　すこしでも電波によ

る天文を身近に感じていただければ幸いです。　日本

の電波天文は科学技術に支えられ世界最高水準に並ぶ

誇れる分野です。

　今回は遅れがちな原稿をお許しくださったFCZ大久

保さんに感謝します。

（参考文献）

　(1)Amateur Radio Astronomy, Swenson，

Pachart1980 (VHFまでの電波干渉計)

　(2)Radio Astronomy Handbook, Kraus,Cygnus-Quaser-

Books（電波望遠鏡・干渉計の基本と天体の諸性質）

　(3)Brightness Temperature of the Quiet Sun at Centi-

meter and MillimeterWavelength,Shimabukuro et al., As-

trophysical Journal, vol.152., pp.777.,June 1968

　(4)米国立天文台電波天体画像　Image courtesy of

NRAO/AUI www.nrao.edu

　(5)クェーサーの謎（谷口義明・ブルーバックス、講談社）

　(6)文部科学省サイエンスキャンプ、鹿島宇宙通信研

究センターテキスト（情報通信研究機構 NICT）

　(7)RFD-1500取扱説明書（エレクトロデザイン 04-

7123-9511）

　　　　　　　　紅葉の山の中

　2005 年10月 11日、場所は長野県奥志賀高原、天

候曇り。　昼間は風が吹いていて糸でんわ日和ではな

いので近くの山を歩き回って紅葉を楽しみましたが、

夕方になって凪となったのでXYLのJH1MHNと糸で

んわの実験をやる事にしました。

　糸は、前回と同じ水糸を使いました。　前回の記録

が186mだったのでそのとき使った糸巻きに数１０ｍ

メートル巻き足しての実験です。　この巻き足しで交

信が成功すれば確実に記録更新になるはずです。

　TR カップは過去の実験で了解度の良かったヨーグ

ルトのカップを使いました。

　実験場所は前回(3月)と同じ所場です。　それにして

も200mを越す距離ともなると、間にカーボンファイ

バーの釣り竿で糸をつり上げても糸の一部が道脇の草

に引っ掛かる距離となり、両者の間の連絡も大きな声

を張り上げてもなかなか通じないものでした。　仕方

なく初めの打ち合わせは携帯電話の御厄介になりまし

た。

　両者の間を直接、糸とカップでつなぐと、両者の

引っぱり合のバランスが上手くとりにくい事があらか

じめ分かっていましたので糸の両端を図に示すように

木の枝に固定して、その固定点から2m程度離した所

にTRカップの糸(1m位)を縛り付けました。　この措

置で交信する上での糸の扱いはかなり楽になりまし

た。

新記録260.3m　達成!

やさしい通信技術入門講座　(10)
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　　　　　　　何も聞こえない

　さて、実験開始です。　意気込み十分で実験を始め

たのですが意気込みに反して相手の声が全然聞こえて

来ません。　いや聞こえるのは糸が草をこする音だけ

です。　何か自分の声が闇の中に吸い込まれて行くよ

うな気になりました。　今迄の実験では全部第一声か

ら何らかの声は聞こえていましたからこれには焦りま

した。

　調べてみると糸が長いので途中で垂れ下がって道の

草に2,3箇所引っ掛かっていました。　それを直し乍

ら糸の張り具合をいろいろと工夫したところ、その甲

斐があってまず最初に自分の声がエコーで聞こえるよ

うになりました。　そして遠くの「ガサガサ」と言う

雑音も聞こえました。　その次の瞬間、相手の声が自

分のエコーの間にちらっと聞こえて来ました。　よう

やく相手の声が聞こえたのです。

　その細々とした声を頼りに糸の張り具合を調整した

結果、どうやら意志の疎通ができるようになりまし

た。

こちらから「本日は晴天なり」、「こちらのいったこと

ばが分かったら、そちらから繰り返して下さい」と

いった所、「本日は晴天なり」とことばが帰って来まし

た。　RSでいうと「32」位だったでしょうか。　こ

の距離では相手の声が直接聞こえるという事はありま

せんでした。　時刻は16時 30分でした。

　　　　　　それにしても弱い信号

　それにしても弱い信号でした。　信号の中には自分

の声のエコーが2回位聞こえ、相手の声はその1回目

のエコーの強度とほぼ同じくらいの強さでした。　風

はなかったので風切り音はなかったですが、草か木の

枝に引っ掛かる音が混信していました。

　この段階では実際の糸の長さは分かっていませんで

したが、大体240mは越していたと思っていました。

　しかし、糸でんわの記録はこの位が限界かなと考え

ると、ちょっと寂しい気がしたものです。

　秋の夕暮れはつるべ落としともいいます。　実験を

終えて装置を片付ける頃には周りはもう真っ暗になっ

ていました。

　　　　　　　記録は260.3m

　帰って来て糸の長さを正確に測ってみたところ、

260.３ m という記録であった事が分かりました。

　記録が確定してみるとまたファイトが湧いて来るも

のです。　確かに今のままでの実験では限界が近付い

ていますが、TRカップの構造、伝送糸の材質等の改良

によってさらなる記録交信ができるのではないかと考

えるようになって来ました。　途中の糸のつり上げも

2箇所は必要になるでしょう。　いろいろとアイディ

アが湧いて来ています。

　　糸でんわの実験はこれからが本番

　今までの実験ではそれほど大きな努力もなしに記録

を伸ばして来ることが出来ました。　しかし、今回の

実験で始めて限界を感じるようになってきたのです。

　「限界をいかに伸ばしていくか」という事を考える

と、糸でんわの実験は実はここからがスタートではな

いかという気になっても来ました。

　そうです。　ようやくスタート台にたどり着いたの

です。　当面次の目標は300mという所でしょうか。　

まだまだこのシリーズは続きそうです。

　

<第1図>　伝送糸の固定の仕方
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　　　　インダクタンスを無視する

　本誌 010号で「VXO コイル異聞」という記事を書

きましたが、本文はその続きです。

　010号では「VX2(VXO-2)と同じインダクタンスの

コイルを作ったのに同じ性能のものにならなかったの

はなぜか」という所まででした。

　その時の発想は「VX2とインダクタンスが同じもの

を作る」ということが中心だったわけですが、今回は

考える方向を「実際の回路でVX2と同じ働きをするコ

イルを作る」という事に変えて見る事にしたのです。

　つまり、インダクタンスに関する考慮を抜きにして

考えたのです。

　前回のVX3は、「インダクタンスが大きすぎて発振

が止ってしまった」と考えて少し巻き数をほどいてみ

ようと考えました。　「どの位ほどくか?」「まあ 5 回

位かなぁ」という感じでVX3をばらして巻き線を5回

分ほどきました。

　試験は第1図のように#337の50MHzAMオールイ

ンワン送信機に試作コイルを取り付けて行ないました。

送信機の出力を直接カウンターに入れるには出力が少

し大きいので、#200のQRP MATEを使って-30dBに

落としてから周波数を測りました。

　その結果、VXO用に作った、50.6VXO　という水晶

で 50.8MHz台から50.4MHz あたり迄変化させる事に

成功しました(実際には 49.9MHzあたり迄変化させる

(2)　さらなる混乱とその後

事が出来たが50.4MHz あたりで止める事にした)。こ

のときのインダクタンスは約8 μ Hでした。

　前回の実験で苦労した割に簡単に出来てしまい

ちょっと拍子抜けしてしまった程です。

　　　　　　同じものなのに違う

　このコイルを量産体制に持ち込むため、コイル屋さ

んに私の試作品と同じものを 3 つ作ってもらいまし

た。　試作品が上がってきて気楽に試験を始めたので

すが、どうも調子がおかしいのです。　変化幅がとれ

ず、発振も何か不安定です。

　インダクタンスを測ってみましたが私が作ったのと

全く同じです。　コイルを巻く材料は同じ、巻き線に

使ったウレタン線の太さも同じ、巻き数も同じ、イン

ダクタンスも同じ、しかしVXO コイルとしては全然

違った特性なのです。

　コイル屋さんの作ってくれたコアは VX3 で使って

いたものとおなじで、長さ6mm のものでしたが、こ

のコアの入手が将来大変になりそうだと言う事で一緒

に 7mmのコアを使ったものを1 個一緒に持って来て

くれていました。　この方はインダクタンスが少し大

きめでしたがコアの長さが1mm 違うだけですが私の

試作したものとほぼ同じ働きをしてくれました。

　　　マイナス8回、マイナス10回

　ネジコアの長さが長くなるとコイルのインダクタン

スが大きくなるのを考慮して、VX3から8回ほどいた

ものと、10回ほどいたものに、7mm のコアを入れた

コイルを作りました。　結果はどちらも良く働いてく

れました。

　そこでコイル屋さんが初めに巻いてくれた3本のコ

イルのうち1本の巻き線を3回ほどいて、コアを7mm

のものに変えてみて、7mmのコアを入れてみたのです

が、これはどうも芳しくありません。

　　　　　　　　線の巻き幅

　いよいよ混乱して来ましたが、何処かが違うはずで

す。　シールドケースをはずして良いコイルと悪いコ

イルを良く観察してみました。　写真1を御覧下さい。

　この写真から私が試作した、VX3から10回ほどい

たコイルの巻き線幅は1.75mmでしたが、コイル屋さ

んが試作したコイルの巻き線幅は2.25mmありました。
<第1図>　VXOコイルの測定系統図



写真1　試作したVXOのいろいろ

　コイルのQについてももう一度念を入れて測り直し

てみました。　その結果、私が作ったコイルのQは27、

コイル屋さんの作ったコイルは32程でした。

　この数値に違いがあるのかないのか判断の難しいと

ころですが、このコイルの捲き幅とQの値の違いの2

点が良いコイルと悪いコイルの違いでした。

　　　　　　もう一度試作する

から50.3MHz付近で発振が止るコイルよりもっと広い

範囲で変化を可能とするコイルに設計を持って行く必

要があります。

　　　　キーポイントはコイルの巻方

　VXOの回路で同じ周波数を得るためのインダクタン

スがこうも違うという事は、設計にあたってインダク

タンスをキーポイントとして重視してはいけない事を

再確認する必要があります。

　どうやらキーポイントは微妙な巻方のようです。　

そこでコイルの巻方について数多くの試行錯誤を繰り

返しました。

　その結果、ある巻方によってほぼ従来のVX2と同じ

定数となる巻方を発見しました。　このコイルを使っ

てfLを50.4MHzにしたときのインダクタンスは11μ

Hと VX2と同じ値になりました。

　全長たった7mm のボビンに巻いたコイルが巻き方

の分布によってこれほど迄に違うものであるという事

は驚きでした。

　　　　新しいVX3(VXO-3)の規格

　随分手こずりましたがようやく VX3 を完成させる

事が出来ました。　外形写真を写真2に示します。　

端子となるピンの数は3本と従来と大きく変わりまし

た。　ピン配列(3 本足です)を第1 図に示します。

　巻き方については「企業秘密」にさせて頂きたいと

思います。　当社はじめての「企業秘密」という事に

なります。(もっとも販売されるVX3を分解すれば直ぐ

に分かりますが・・・)

　ずいぶん悩まされた問題でしたが「終わりよければ

すべてよし」めでたし、めでたしとなりました。
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　　　VX3　　　　　　私が作った試作品　　コイル屋さんが作った試作品

　このままで量産に入ると実際に出来上がったものが

全然使い物にならない、という事も考えなければなり

ません。　製作仕様書を確定する為にももう一度コイ

ル屋さん側での試験をする必要があります。

　「VX3から巻き線を10回ほどき、巻き線幅を1.75mm

としたもの」を試作してもらいました。

　　　　　　　さらにおかしくなる

　試作品が出来て来ました。　早速いつもの回路でテ

ストしてみました。　発振周波数の一番高いところを

fH、低いところを fL として、fH=50.7925MHz、

fL=50.3143MHz、変化幅=478.2kHzとうところ迄は順

調に発振してくれましたが、それ以上変化幅を大きく

とろうとすると発振が止ってしまいました。

　fLを 50.4MHz にした時のインダクタンスを測って

みたところ5.7 μ Hでした。

　VX2ではfLを50.4MHzにするのはインダクタンス

は約11μ Hであり、一つ前の実験では 8μ H、それ

が今度は 5.7 μ H というのですから益々分からなく

なってしまいました。

　なるべく周波数を広くとれるコイルを作る事によっ

て(実際に動作させる周波数幅は400kHz程度に押さえ

るのだが)調整時の作業がやり易くなる事はたしかです

7

7

1

3
4

　写真2　完成したVX３

第1図　VX3のピン配列
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　★新発売★

アマチュア無線応援団　キャリブレーション
　　　　533-0013　大阪市東淀川区豊里６−２１−１１

　　　　　　TEL/FAX　０６−６３２６−５５６４

詳細はホームページ　http://max.hi-ho.ne.jp/calibration/

あると便利なものさしシリーズ

¥8,300　〒750円

　簡易型L/Cメーター

LCM-7

LA1600を使用した受信機に

No.510

Sミエータ　キット

好評発売中
CW　1W　送信機キット

QP-7
QP-21

¥750　〒150円

¥8,300　〒750円

¥8,300　〒750円

測定器にも使用できる

　　　50MHz
マイクロパワートランシーバー

PAV-6

　　　　　　　　　杉本です。

　『CirQ　012-3にAMの解釈として「このことは音の

圧力がゼロを中心にしてプラス・マイナスにふれるこ

とを意味しています」とありますが、「ゼロ」は「基準

圧力」とした方が正しく理解されるのではないでしょ

うか。　空中を伝わる音声の場合は、「たとえば

1013hPa」としてもよいと思います。』

　　　　　　　　　FCZです。

　御指摘の件ですが、大気圧(基準圧力)を常に意識し

ている人にとっては、音は大気圧に対してプラス・マ

イナスに変化するのですが、中学生にも分かるように

と考えると相対的に考えた方が分かりやすいと考え大

気圧を無視してしまいました。

　しかし、杉本さんに指摘されてみると、音というも

のは「大気圧というキャリアに乗っているAM信号」

だったのですね。

　　　　　　　　　杉本です。

　私も「ゼロ」で理解できるのですが、より理解しや

すいのは、おっしゃるとおり「キャリアに乗っている

AM信号」です。　糸電話の場合も（このときはゼロ

もありうると思います）、糸の張力をキャリヤとして

いるように思えます。

　　　と、このようなやりとりでした。

　AM変調の012号の説明では「私達は大気圧をふだ

ん意識していない」という前提で書いていましたが、

大気圧を意識した場合を考えてみると(真空の状態を

前提にして考えると)電波の場合と同じように大気圧

が常に存在する事になり、この大気が「キャリア」で

あると解釈することが出来ます。

表紙の言葉

　横浜で行なわれたジャズプロムナードの印象

を絵にしました。　久しぶりのジャズでした。

AMの解釈・杉本さんとの会話



　　　　　コンピュータの厄日

　ある朝、コンピュータのスイッチを入れてメールソ

フトを立ち上げました。　ところがいくら待っても

メールが現れません。　ホームページに切り替えると

FCZのぺージは出て来ました。

　プロバイダとの関係は正常だと考えました。　もう

一度メールを見ようと試みましたがやっぱり駄目でし

た。　もう一度ホームページに戻ったのですが、ホー

ムページの場合は直接ネットと交信しなくてもメモ

リーの中に保存されている画像が出て来る事を思い出

して更新のボタンを押してみました。　するとしばら

く時間を掛けてさがしまわった後、プロバイダにつな

がらない旨のメッセージが表示されました。

　実は前の晩、寝る前にコンピュータの電源と共に、

いつもは切る事のないモデム等の電源を切って寝てし

まっていました。　もしかするとこれが原因でプロバ

イダと連絡がとれないのかと考えました。　モデムを

リセットしてみましたが反応はありません。

　仕方なしにプロバイダに電話を入れてみました。　

ところがこれがなかなかつながりません。何回か試み

てみましたがやっぱり駄目でした。　と、いう事はプ

ロバイダ側の故障かなと考えるようになり、それなら

それでメールを見るのは諦めてCirQの編集でも始めよ

うともう一台の古いマック(LC-630)の電源を入れたの

です。　コンピュータは電源が入った事を知らす音が

してハードディスクも回り始めたのですが何時になっ

てもモニターが働いてくれず黒いままです。

　編集プログラムはLC-630に入っているので、これ

が動かないと大変な事になります。　マックの電源を

落として再投入したり、モニターをリセットしてもみ

ましたが働く気配は全くありません。　一度に2台の

コンピュータが使い物にならなくなってしまった事に

なります。

　これから後、CirQの編集が出来なくなったらどうし

ようかと考え込んでしまいました。　新しいソフトを

買うとか、新しいコンピュータに合わせたスキャナー

も買う必要が出て来そうです。　もうパニックです。

　お昼過ぎになってホームページだけは見えるように

なりました。　しかしメールは相変わらず見る事は出

来ません。　どうやらプロバイダサイドの故障は直り

つつあるようです。　それなのにLC-630 は相変わら

ず御機嫌ななめです。

　かくなる上は・・・と、LC-630の配線類を全部はず

して再構築してみる事にしました。コネクタ類をはず

して一旦ばらばらにしてからもう一度組立ててみました。

　電源投入後しばらくして見覚えのある画面が現れま

した。　実に懐かしい画面でした。　この頃になって

メールの方も完全に回復しました。　こちらはやっぱ

りプロバイダサイドの故障でした。

　終ってみれば大した事のないトラブルでしたが、一

日中コンピュータに振り回された大変な一日でした。

　　　　残念、阪神タイガース

　阪神タイガースが優勝した日に私はオーストラリア

にいました。　そのころ、オーストラリアでは全オー

ストラリアのフットボール選手権の優勝戦の熱気が盛

り上がっていました。　結果は「ウエスタン・タイガー

ス」が優勝したのです。　この朗報を持って日本に

帰って来ると、阪神タイガースの優勝のシーンを CD

に納めて送ってくれた方があり、相模クラブの猛虎団

の優勝祝賀会でそのCDを見ながら「六甲下ろし」と

いう名前の 30連発の花火を打ち上げました。

　しかし、日本シリーズではロッテに完敗し、ボビー

に敬意を表すことになってしまい、来年こそは・・・

と闘志を新たにすることを誓あいました。

　尚、蛇足ですが、当猛虎団の団長JH1FPH宍道さん

は岡田監督の小学校の先輩にあたります。
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